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　　『今回のトピックス』
１　最近の私の喜び♪
２　松下幸之助一日一話
３、おススメ本
４、お役立ち情報（豪華３本立て！）
５、何とかならない時代のお金の教養講座ご紹介

６、編集後記
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1、 最近の私の喜び
大学でＦＰ講座を教えることになり喜んでいる長谷です♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　２０代のとき教育機関に勤めていたこと・ＦＰをもっと身近な存在にしていきたいこと・何とかならない時代には、お金の知識が必須であること、などから以前より、大学で話しをしてみたいと思っていたのですが、今年度実現することになりました♪
　杓子定規に試験対策をするのではなく、身近な話し・実務の話しを多くして興味を持ってもらい、大学生が理解しやすいように考えていきたいです。難しいことを難しい言葉で説明するのは本当の専門家ではなく、難しいことを皆が理解出来るような易しい言葉で説明するのが本当の専門家だと常々思っています。

　エネルギッシュな若い世代のパワーを吸収？して、私も大学生とともに成長していきたいと思います。私の教え子が数年後、ＦＰとして独立し一緒に仕事ができるようになれば、最高だなあと勝手に今から想像しています。。。（笑）
　前回の新春号でも書きましたが、夢や希望・目標を周りに言いふらすと、不思議なことに、本当に叶えられていきます。是非、皆さんも実践してみてください。私の今年の最大目標＝本の出版は苦戦していますが、必ず実現させますので応援の程、宜しくお願い致します。　
２、松下幸之助一日一話

　大変好評な松下幸之助先生の一日一話。(ＰＨＰ研究所：刊)
今日のお話も経営者の方は勿論、サラリーマンの方、主婦の方も参考になる点が
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あると思いますので、一度読んでみて下さいね。
「学ぶ心」　
　　人は教わらず、また学ばずして何一つとして考えられるものではない。幼児のときは親から、学校では先生から、就職すれば先輩から、というように教わり、学んでのちはじめて自分の考えが出るものである。
　　学ぶという心がけさえあれば、宇宙の万物はみな先生となる。物いわぬ木石から秋の夜空に輝く星くずなどの自然現象、また先輩の厳しい叱責、後輩の純粋なアドバイス、一つとして師ならざるものはない。どんなことからも、どんな人からも、謙虚に、素直に学びたい。学ぶ心が旺盛な人ほど、新しい考えをつくり出し、独創性を発揮する人であるといっても過言ではない。
　
３、おススメ本
私が最近読んだ本でおススメしたいのが、『数学嫌いでも数学的思考力が飛躍的に身に付く本！』です。特に、数学は難しい・経済は難しいと思っている方に最適です！数学的思考力とは、物事の仕組みを一つひとつ整理して考えることができる能力のことだと記載されています。つまり、メディアからの情報を鵜呑みにするのではなく、自分の頭で考え判断できる能力のことだと私は思います。
本から一例を紹介すると、「円高ドル安になると、日本の輸出企業が不利になる」と言われますが、なぜでしょう？「原油価格が上がれば、日本車が売れる」と言われますがなぜでしょう？子供にもわかるように次のチャートを完成してみてください。
①円高ドル安になる　⇒　「　　　　　　　　　　　」　⇒　「　　　　　　　　　　　　」　⇒　日本の輸出企業が不利になる

②原油価格があがる　　　　　⇒　　「　　　　　　　　　　　　　　　　」　　⇒「　　　　　　　　　　　　」　⇒　日本車が売れる
昔のような１億総中流という時代ではなく、何とかならない時代を迎えている昨今、この『数学的思考力』がますます必要になるのではないかと思っています。
※　チャートの解答は、編集後期を参照してくださいね。
４、お役立ち情報
（１）経済指標編　～　現金給与総額・所定外労働時間　～
毎月曜日の日経朝刊に「景気指標」面がありますが、ここには、日本と世界の経済状況を分析・把握するために必要充分な統計が掲載されています。今回は一番身近な「現金給与総額」・「所定外労働時間」の指標を一緒に見ていきます。
リーマンショック後の不況で、「給与が減った」・「ボーナスが減った」・「自宅待機になった」などという声をよく聞きました。こう言った声を裏付ける指標が、「現金給与総額」・「所定外労働時間」という指標になります。
景気が悪くなり始めた２００７年度、現金給与総額がマイナスとなり、金融危機が深刻化した２００８年度は、２つの指標ともマイナスとなり、景気が悪化しているのがわかります。
そして２００９年、金融危機が実態経済に影響を及ぼし始めると、現金給与総額では、特にボーナス月の６月は－７、１２月は－５．９となり過去に例がない程落ち込みました。所定外労働時間も、日経平均株価がバブル後最安値をつけた、２００９年に大きく落ち込んでいます。　
２０１０年になり、所定外労働時間がプラスに転じました！これは在庫が減少し生産が増加に転じ、景気が順調に回復しつつあることを意味しています。さらに、国内総生産・機会受注・消費支出・新車販売台数等の指標を関連させて見ていくと、経済の状況が見えてきます。是非、参考にしてくださいね。　　　　　　　　
≪現金給与総額≫　　　　　　　　　　　≪所定外労働時間≫
「全産業前年比」　　　　　　　　　　　「全産業前年比」
０７年度　　　－０．７　　　　　　　　　　１．３
０８年度　　　－１．１　　　　　　　　　－７．０
　　　０９年度４月　－２．７　　　　　　　　－１８．９
　　　　　　　５月　－２．５　　　　　　　　－１８．４
　　　　　　　６月　－７．０　　　　　　　　－１７．６　
　　　　　　　７月　－５．６　　　　　　　　－１６．４
　　　　　　　８月　－２．７　　　　　　　　－１４．２
　　　　　　　９月　－１．８　　　　　　　　－１４．１
　　　　　　１０月　－１．９　　　　　　　　－１１．２
　　　　　　１１月　－２．４　　　　　　　　－　８．５
　　　　　　１２月　－５．９　　　　　　　　－　３．２

１０年　１月　－０．２　　　　　　　　　　４．４
　　　　　　　２月　－０．６　　　　　　　　　１１．４

（２）住宅購入編　～　ＧＷ、住宅展示場へ行く前に　～　
　　　　　　　　　 ☆　ライフプラン作成８つのメリット！☆
住宅ローン控除・贈与税非課税枠の拡大・住宅エコポイント新設・住宅ローン金利超低空飛行など、政策の後押しや経済環境を見て、「今が買い時！」と判断されている方が増加しています。ＧＷに時間があるので、住宅展示場へ行ってみようと考えている方もおられるかもしれません。
『チョット待った』！住宅展示場へ行く前にやるべきことがあります。
　次のような不安はないですか？
　・　何となく将来が不安

・　賃貸ＶＳ購入どちらが得かわからない

・　購入時期が最適なのかどうかわからない

・　物件価格が妥当かどうかわからない

・　多額の住宅ローンを返し続けられるのか不安・・・

・　住宅ローンの組み方がわからない

· 住宅資金、老後資金、教育資金の準備方法がわからない

特に、家計にあった物件価格がいくらなのか？返済可能な住宅ローンの額はいくら

なのか？を把握しておく必要があります。これらを把握しておかなければ、希望をどんどん取り入れていくと予算オーバーになってしまい、住宅購入後、「家計が逼迫し、こんなはずじゃなかった」という結果になってしまう可能性が高くなります。
　上記の不安を解消する方法は、ライフプラン＝将来計画を作成することです。ライフプラン＝将来計画を作成すると、次のような８つのメリット！があります。
1 将来不安を安心にかえることができる

2 住宅購入時期の目安がわかる

3 妥当な物件価格がわかる

4 住宅ローンの組み方がわかる

5 家計の問題点を把握できる

6 教育資金、老後資金、住宅資金の準備方法がわかる

7 最適な生命保険を選び、無駄な支出を節約できる

8 今後の人生にかかるお金の動きがわかる

個別相談やセミナーでいつもお話ししていますが、住宅購入は人生の資金計画の始まりであり、住宅資金以外の大きな支出である、教育資金・老後資金・生命保険料とのバランスを考えることが非常に重要です。また、“何とかならない時代”、住宅ローン返済中も“しっかり貯蓄ができる”ということを意識するようにしてください。

（３）保険編　～　法人・相続対策での保険活用法　～

1 法人編　～　外部留保の重要性　～

個人の保険と同じですが、法人保険も加入目的を明確にする必要があります。①事業保障資金の準備なのか？②死亡退職金・弔慰金の財源なのか？③生存退職慰労金の財源なのか？④事業承継資金対策なのか？上記４つが主な加入目的かと想像します。

今回は、これら以外の重要な加入目的を見ていきます。個人と違って中小企業の場合、調子が良いときもあれば、今回のリーマンショック後のような極端に悪くなるときもあります。そうすると、金融機関から“貸しはがし”“貸ししぶり”という対応を受けて、資金繰りに困ってしまうことが充分考えられます。黒字でも資金繰りがつかず、倒産してしまうことも・・・ですので、自社・金融機関以外のところに、お金を置いておくポケットを作る（資金を外部留保する）必要があり、この目的に使えるのが保険になります。資金繰りに行き詰まっても、解約返戻金・契約者貸付を使って急場をしのぐことが可能です。
企業にとって一番大事なことは何か？それは、会社が存続し続けることですよね。会社が倒産すれば、社長のみならず、社長の家族・従業員・従業員の家族が路頭に迷うことになります。そうならないためには、資金を外部留保しておくことはとても大切です。（金融機関の審査では、P/LよりB/S重視に変わってきています。）
2 相続編　～“争続”にならないように　～

　１００人亡くなって相続税がかかるのは４人と言われています。「うちは相続税を心配するような資産がないから関係ない」と思っている方は多いです。が、実際問題として、相続が“争続”になっているケースは、相続税がかからないぐらいの資産の場合によく発生しています。最悪の場合は、兄弟で弁護士を立てて骨肉の争いになる場合も・・・
　相続対策を行うことは、相続税の負担を合法的に下げることだけではなく、“争続”を避ける意味があります。対策の一つとして、保険が役に立ちます。理由は・・・

（ⅰ）お金に宛名をつけておくことができます

　　　　保険の場合、保険金受取人をあらかじめ指定しますので、将来誰がどれだけ受け取るのかを決めておくことができます。

（ⅱ）スピーディにお金を受け取ることができます

　　　　預金はすぐに引き出せない場合がありますが、保険金は遺産分割協議の対象から外れますので、１週間程度で保険金を受け取ることができます。
（ⅲ）相続税の非課税枠があります。
　　　法定相続人１人当たり５００万円まで、相続税の非課税枠が認められています。

５、なんとかならない時代の「お金の教養講座」ご紹介
～　将来不安を安心に　～
　先行不透明な時代、将来が不安・心配という方が非常に増えています。では、この「不安」を「安心」に変えるには、どうしたら良いのでしょうか？人は、わからないものについて「不安」が出てくると、必要以上に心配する傾向にあります。
例えば、老後・・・国の年金もどうなるかわからないし、とにかく不安というケース。まず、どれぐらい年金を受け取れそうなのか？今の年金制度はどういう仕組みなのか？を知れば不安は和らいでいきます。『わからない』を『わかる』に変えることが大切ですね。また、資産運用や投資をリスクとイコールのように考える方もおられますが、投資自体がリスクなのではなく、『わからない』状態で行うことがリスクとなります。知識をつけて『わかる』状態で行えば、株式投資も①怖くない②簡単③夢がある、ということが理解出来るようになります。
夢や希望のライフプラン＝将来計画を達成するには、「お金の教養」が必要な時代になっていると考えます。ただ、日本では「金銭教育」がないがしろにされ、大人になっても学ぶ機会が少ないのが現状です。本来「お金の教養」は、英語や数学あるいは資格の勉強と同じぐらい重要であり、必要不可欠な教養です。ＴＶ・新聞の報道＝マスコミは間違っていることも多いので鵜呑みにするのではなく、得た情報を自分で判断できるようになる必要があります。是非、皆さんには「お金の教養」を身につけて、豊かな人生を送っていただきたいと思います。
· 『住宅購入・住宅ローン講座』（住宅購入に際して漠然とした不安のある方）
・ 本当に買っても大丈夫？　破綻するリスクはある？
・ 損をしない住宅ローンの選択術は？
· 私はいくら借りられるの？具体的な計算方法は？

· 現実的に無理のない返済額はいくらまで

日　時　：　４月　２０日（火）１０時　～　１１時３０分

　　　　　　４月　２９日（祝）１０時　～　１１時３０分

　　　　　　５月　１４日（金）１０時　～　１１時３０分
場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着４名

　受講料　 :　３，１５０円（テキスト代・税込）
· 『じっくり学ぶマネー講座』
（一からみっちりお金の知識を得たい方）

・初心者でも安心、基礎から実践レベルまで役立つお金の知識　

を学べます。
・金融商品の広告・パンフレットや金融機関の説明が理解できるようになります。
・自分のマネープラン、目的に合った金融商品を自信を持って選べるようになります。
　日　時　：　【４月平日３回完結夜コース】　　　【５月平日３回完結夜コース】
４月１４日（水）１９時～２１時　　５月１２日（水）１９時～２１時
　　　　　　４月２１日（水）１９時～２１時　　５月１９日（水）１９時～２１時
　　　　　　４月２８日（水）１９時～２１時　　５月２６日（水）１９時～２１時
　　　　　　　【休日１日完結コース】

　　　　　　　５月１６日（日）１０時～１７時３０分（昼休憩１時間有り）

場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着４名

　受講料　：　１８，０００円(100ten.schoolテキスト144P定価5,000円付・税込)
· 『１２０分マネープラン講座』（漠然とした将来不安がある方）
・ファイナンシャルプランニングを立てよう

・資産運用はお金の整理整頓から始めよ

・プロが使っているアセットアロケーションをマスターしよう

・老後（リタイア後）の生活設計を予測しよう

・金融商品の広告を読む力をつけよう
　日　時　：　４月　１４日（水）　１９時～２１時

　　　　　　　５月　１２日（水）　１９時～２１時

　　　　　　　５月　１６日（日）　１０時～１２時

　　　　　　　５月　３０日（日）　１４時～１６時
場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着４名

　受講料　：　６，３００円（テキスト代・税込）
◎『確定拠出年金（401k）講座』　
（会社で説明会があったけれどよくわからなかった、結局不安で定期預金に置いた

ままという方）
運用商品の選び方次第で、自分の退職金の金額が決まってしまいます。予定通りの金額になるように、このセミナーでは運用商品の選び方をズバリ解説します。
　日　時　：　４月　２３日（金）１９時～２０時３０分
　　　　　　　５月　２０日（木）１９時～２０時３０分
場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着４名

　受講料　：　５，２５０円（テキスト代・税込）
◎『株式プレミア・スクール』
　（これからネット証券で株式取引を始めたい方・ネット証券に口座開設をしたものの、なかなか株式取引に踏み切れない方・実際の銘柄選びはどうしたらいいのか？解らない方）
①　初心者経験者問わず、株式投資の正しい考え方が身に付きます。

②　銘柄選びのポイント、各種投資情報の活用方法を具体的に学べます。

3 損を小さくする方法と利益を大きくする方法がわかるようになります。

【４月コース】
　　　　　　　４月　１８日（日）９時５０分～１５時３０分（昼休憩１時間有）

　　　　　　　４月　２５日（日）９時５０分～１３時

　　　　　【５月コース】
　　　　　　　５月　　４日（祝）９時５０分～１５時３０分（昼休憩１時間有）

　　　　　　　５月　　５日（祝）９時５０分～１３時

場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着４名

　受講料　：　３０，０００円（全５回テキスト代・税込）

　
◎　各セミナーお申し込み方法　◎
お電話（０７２－２８３－７３４９・０９０－８３８８－４１６１　受付は、
月～土１０時～２０時）又は、メール（hase-fp@y8.dion.ne.jp）及びＨＰにて、
1 セミナー名　②希望日時　③お名前　④参加人数　⑤連絡先をお知らせください。

完全予約制ですので、開催２日前までのご予約をお願い致します。
６、編集後記
（１）３、おススメ本でご紹介しましたチャートの解答
①　「円高ドル安になる」　⇒　「アメリカ人が日本製品を買う場合は、いつもよりも多くのドルを払わなければならなくなる」　⇒　「アメリカ人はあまり日本製品を買ってくれなくなる」　⇒　「日本の輸出企業が不利になる」　　

②　「原油価格があがる」　⇒　「車に乗るとこれまで以上にお金がかかり大変になってしまう」　⇒　「できるだけ燃料の効率の良い車を求める人が増える」⇒　「（燃費の良い）日本車が売れる」
（２）Twitter（ツイッター）の利用者急増！

昨年、アメリカのオバマ大統領が選挙戦に利用したこと、わが国の鳩山首相が使い始めたこと、さらに、メディアでもどんどん取り上げられるようになったことにより、企業・個人問わず利用者が急増しています。

私も今年の１月下旬に始めたのですが、現在２ヶ月半が経過し、フォロワーが１，０００人を超えました！ＨＰ・ブログ・メルマガに加えて、お金に関するお役立ち情報を、つぶやいていますので、一度、覗いてみてくださいね♪
（３）日経新聞の読み方・景気指標の読み方講座開講？

　　　　今回の「ぽっかぽか通信」で、現金給与総額・所定外労働時間の指標をご紹

　　　介しました。実は、日経新聞月曜日の朝刊には、約４０の景気指標が掲載さ

　　　れています。経済・景気を見る際に重要な指標が目白押しです。

　　　　東京では、日経新聞の読み方や景気指標の見方を教える講座が、結構あるようですので、大阪でも需要があるようであれば考えてみようかなと思っています。皆さんのご意見・ご要望ございましたら、遠慮なくご連絡ください。宜しくお願い致します。
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（事務所内相談風景）　　　　　　　　（電話対応している代表）
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　　　（会場セミナー風景１）　　　　　　　　　（会場セミナー風景２）

・・☆～・～☆・～☆～・☆～・～☆　　　　☆～・～☆・～☆～・☆～・～☆・・

今回お送りしました「ぽっかぽか通信」の内容はいかがでしたか？

　ここはこうしたほうが良いのでは？というようなご意見がありましたら是非お聞か

　せください。また、お知り合いにも「ぽっかぽか通信」を郵送して欲しい等のご希望がありましたら下記までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　 　　　　 編集・発行
長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　　　　　　　  　　代　表　　長谷　剛史（ハセ　タケシ）
〒591－8002 大阪府堺市北区北花田町３丁３４番地９
（地下鉄御堂筋線北花田駅徒歩５分・イオンモールからすぐ）　　
ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０７２－２８３－７３４９　　
　　             Ｅ－mail hase-fp@y8.dion.ne.jp
　  　　   http://www.k4.dion.ne.jp~hasefp/
ぽっかぽか通信の配信を希望されない方は、上記連絡先迄ご連絡下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



























